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高知県教育委員会では重要遺跡確認緊急調査 として国庫補助を受け、昭和54年度

から土佐国衡跡の発掘調査を実施してまいり、本年度で■年 目を数えます。

これまでの発掘調査によって、奈良時代から平安時代にかけての国衡関連 と考え

られる掘立柱建物跡や塀跡及び溝跡等が確認され、国衡域の様相解明に多くの進展

をみてまいりました。

本年度は、昨年度の調査で多数の官衡関連の掘立柱建物跡が確認された番屋地区

を再度調査対象地 とし、調査を実施 しました。その結果、数多くの官衡関連の掘立

柱建物跡や何らかの区画をなす塀跡や溝跡を確認することができ、政庁跡確認への

大きな手控卜りになるものと期待されます。

本書は、平成 2年度の調査概要をまとめたものであり、各方面で活用され、文化

財保護 と研究の一助 となれば幸いです。

最後に、調査に際し御指導いただいた文化庁、奈良国立文化財研究所をはじめと

し御教示をいただいた先生方、終始御配慮下さった南国市教育委員会ならびに地権

者の方々、そして調査に御協力下さった地元比江地区及び「国府史跡保存会」の皆

様方に深 く感謝の意を表し御礼申し上げます。

平成 3年 3月 30日

高知県教育委員会

教育長 西森 久米太郎



例

1 本書は、高知県教育委員会が国庫補助 を受けて、平成 2年度に実施 した土佐国衛跡発掘調

査 (重要遺跡確認緊急調査 )の概要報告である。

2 発掘調査は、南国市教育委員会の協力と、須田勉氏 (文化庁文化財保護部記念物課文化財

調査官)の指導を受けて実焔 した。           |
3 発掘調査体制は次のとお りである。

調査顧間 岡本健児 (高松短期大学教授、高知県文化財保護審議会々長 )

調 査 員 廣田佳久 (高知県教育委員会文化振興課主幹 )

庶  務 堀川郁夫 (      〃      埋蔵文化財班長)   1
4 本書の執筆、写真撮影等は廣田が行った。

5 遺構については、SB(掘 立柱建物跡 )、 SA(塀 跡 )、 SK(土 坑 )、 SD(溝 跡 )、 P

(ピ ット)で標示 し、遺構番号は『土佐国衛跡発掘調査報告書』第 1～ 10集か らの通 し番号である。

6 出土遺物の図版番号については、実測図の番号 と一致 している。

7 発掘区の設定、拡張及び遺構の測量にあたっては、昭和58年度に設定 した公共座標第Ⅳ系

による基準点を使用 し実施 した。なお、標高は海抜高である。

8 報告書に掲載の縮尺率は、それぞれに示 した。方位のNは 真北を指す。

9 調査にあたっては、地権者の方々をはじめ とする地元比江地区及び南国市教育委員会の御

協力をいただいた。また、現地作業員並びに整理作業の皆様の御援助に対 し、記して感謝す

る次第である。

10 出土遺物、その他の資料は、高知県教育委員会において保管 している。

ロ



次

I 発掘調査に至る経過…
…Ⅲ…Ⅲ……………・……………Ⅲ……………………………Ⅲ…………。1

■ 調査概要・……………………………Ⅲ………………………
j………………

Ⅲ
……Ⅲ……|・・……… 5

1 調査方法と経過………………………………………………………………………………… 5

2 層序……………………………………………………………………………………………… 6

(1)基本層序……………・|・ …………………………………………………………・…………… 6

12)包含層出―土遺物……… ………Ⅲ……………………………Ⅲ………………………………・ 6

3 遺構 と遺物・……………………………………,………………Ⅲ
…………Ⅲ……Ⅲ……………… 7

0 掘立柱建物跡…Ⅲ……………Ⅲ………………………………Ⅲ……………‐………・……… 7

121 塀跡………………………Ⅲ…………………………………………………………
Ⅲ………・13

(3)土坑・………………………… ………………………………………………………………,17

化)溝跡…………………………Ⅲ………………………………………………………………・22

(0 その他の遺構と遺物…………………………………………………………………………25

'1  

総 括
・・

… …・・
い 。

・
中 ●

… … …
●・・

中 中 Ⅲ
… … …

●
… … … … `・・ `―・ …・

中 ‐ Ⅲ Ⅲ …
i・・ |・ ●中 ■ Ⅲ… Ⅲ ●・・ ― ●・ Ⅲ …

●
… … … P● !● 中 ●■ ●中 ●●

29



第 1図 土佐国府跡位置図

第 2図 土佐国府跡地名図

第 3図 土佐国府跡第1～ 25次発掘区設定図

第 4図 発掘区設定図

第 5図 発掘区セクション図

第 6図 遺構全体図

第 7図  SB-68

第 8図  SB-69

第 9図  SB-70～ 72

第10図  SB-73

第11図  SB-68・ 69。 73、 SA-22セ クシ

ョ ン

第12図  SB-74

第13図  SB-75

第 1表 土佐国衛跡発掘調査一覧表

第 2表 tFx立柱建物跡計測表

第 3表 塀跡計測表

第4表 土坑計測表

第 5表 溝跡計測表

第 6表 遺物観察表 1～ 8

挿 図 目 次

(第 1～ 25次調査 )

第14図  SA-20
第15図  SA-20。 21・ 23セ タション

第16図  SA-21～ 24

第17図  SK-113・ 114

第18図  SK― ■7～ 119

第19図  SD-58セクション

第20図  SD-60セ クション

第21図 金屋地区遺構配置図

第22図 遺物実測図 1

第23図 遺物実測図 2

第24図 遺物実測図 3

第25図 遺物実測図 4

第26図 遺物実測図 5

第27図 遺物実測図 6

次目



図版 1 調査前全景 (東 より)

調査前全景 (西 より)

図版 2 Aト レンチ遺構検出状態 (西 より)

Aト レンチ遺構検出状態 (東 より)

図版 3 Bト レンチ遺構検出状態 (北 より)

Bト レンチ遺構検出状態 (南 より)

図版 4 遺構検出状態 (北 より)

遺構検出状態 (北 より)

図版 5 遺構完掘状態 (北 より)

遺構完掘状態 (東 より)

図版 6 遺構検出状態 (西 より)

遺構検出状態 (西 より)

図版 7 遺構完掘状態 (北 より)

遺構完掘状態 (西 より)

図版 8 SB-68(北 より)

SB-69(西 より)

図版 9 SB-70～ 72(東 より)

SB-73(東 より)

図版10 SB-74(北 より)

SB-75(西 より)

図版1l SA-20(東 より)

SA-20(西 より)

図版12 SA-21(北 より)

SA-21の P-1(北 より)

図版13 SA-22(北 より)

SA-22の P-3(西 より)

図版14 SA-23・ 24(西 より)

SA-23の P-1(西 より)

図版15 SK-113・ 114(北 より)

SK-113・ 114(北 より)

図版16 SK-115(北 より)

SK-121。 122(南 より)

目 次

図版 17

図版18

図版 19

図版20

図版21

図版22

図版23

図版24

図版25

図版26

図版27

図版28

図版29

図版30

図版31

図版32

図版33

図版34

図版35

図版36

図版37

図版38

図版39

図版40

SK-117～ 119(東 より)

SK-117(西 より)

SK-118(西 より)

SK■ 119(東 より)

SK-119(北 より)

SK-119(北 より)

SD-58(西 より)

SD-58(西 より)   「

SD-58(西 より)

SD-58(西 より)

SD-58(西 より)

SD-58(北 より)

第Ⅲ層、 SB-70、 SK― H3・ 114

遺物出土状態

SK-114・ 115。 118遺物出土状態

SK-118・ 119遺物出土状態

SK-119、 SD-58、 P-3遺 物出

土状態

SD-58出土遺物

SD-70、 SK-113出 土遺物

SK-113。 115出土遺物

SK-119出 土遺物

SK-119出 土遺物

出土遺物 1

出土遺物 2

出土遺物 3

出土遺物 4

出土遺物 5

出土遺物 6

出土遺物 7

出土遺物 8

出土遺物 9



I 発掘調査に至る経過

土佐国衝跡の発掘調査 (重要遺跡確認緊急調査 )は 本年度で11年 目を数 える。本年度 も事業

費は500万円であった。

本年度の調査 も昨年度同様南国市教育委員会の協力を得て高知県教育委員会が事業主体 とな

り実施 した。調査対象地の選定に際しては、昨年度までの調査結果をもとに官衡関連の遺構が

数多く確認されている地区及び政庁の想定される規模が収 まる地区に重点をおいた。その結果

本年度調査可能 となった金屋地区を調査対象地 とした。調査対象地は、昨年度の金屋地区での

調査区と隣接 した1,999ぱ の水田で、標高16.9mを 測る。

調査は平成 2年 10月 8日 か ら開始 し、測量そして埋戻 し作業が完了したのは平成 2年 12月 7

日であった。最終的な発掘調査は743m2であった。

調査にあたっては、南国市教育委員会の斡旋で土地所有者である竹内直城氏に調査の承諾を

いただ くことができた。また、調査地区周辺の土地所有者及び比江地区の方々、「国府史跡保存

会」にも多大な御協力をいただき、ここに記 して謝意を表 したい。

第 1表 土佐国街跡発掘調査一覧表 (第 1～ 25次調査 )

調査

次数
期  間 調査地区 調査の種類

検 出 遺 構

出土遺物
掘立柱建物跡 溝 跡 その他

1

52. 2. 1

52  2  3
新  ラ  田

緊急発掘調査

(市道改良工事 )

柱 穴 緑釉陶器

54. 1 27

54  2. 1
松  ノ 下 同 上

2

(中世 )

柱 穴

3

54. 2 13

54. 3  1
太郎二郎屋敷 同 上

3

(平安 2)
土器溜  1

黒色土器・瓦器

土師器 。鉄釘

54. 4 20

54  5  2
神 ノ 木 戸

跡
査

遺
調

要
認

重
確

3

(奈良未 1・

平安 中 2)
上 坑 3

円面硯・黒色土器

須恵器・土師器

54  8 20

54. 9 12
宮  ノ 西

緊急発掘調査
(市道改良工事 )

2

(平安末
～鎌倉 )

土 坑 2
(奈良末 )

円面硯・転用硯
墨書土器

風宇硯・緑釉陶器

54 11  6

54.12 11

ク

国

ゲ

庁

跡
査

遺
調

要
認

重
確

1

(奈良末 )

2

(平安前 1)

柱 穴

(中 世 )

円面硯・青磁

白磁

7

55, 9 28

55 10  4

キ
鞍
内

ンヽオ
　
が

ボク
荷
左

緊急発掘調査
(市 道改良工事 )

1 土 坑  1
須恵器 。青磁

常滑

8

55。 11 17

55 12 15
ダ  イ  リ

重 要 遺 跡
確 認 調 査

5

(平安 3)
1

竪穴住居 3

貯 蔵 穴 2

須恵器 (横盆 )

緑釉陶器



調査

次数
期  間 調査地区 調査の種類

検 出 遺 構

出土遺物
掘立柱建物跡 溝  跡 その他

9

56  9 10

56 11  4

内 日吉の うち

府 中

跡

査

亡退
調

要

認

重

確
7 5

竪穴住居 2

土 坑  7
円面硯

緑釉陶器

56 10  8

56.10 19

神

内

木

吉

ノ

日

緊急発掘調査

(市道改良工事 )

1 柱 穴

11

57  9 17

57 11  6

内  日 吉

太郎二郎屋敷

跡

査

皇還
調

要

認

重

確

11

(奈良 6・

平安 2)

13

(奈 良 5)

竪穴住居 2

土 坑 16
円面硯・瓦器

青磁・白磁

58 10  5

58 11  7

内 裏

堂  ヶ 内
同 上

6

(奈良～平安 )

1

(6C末 ～

7C初 )

竪穴住居 5

土 坑 5 須恵器・土師器

13

58 11 22

58 12 10

内  日 吉

ク ゲ
同 上

2

(奈 良 )

2

(中 世 )

一月
坑

井

土
須恵器・瓦器

59 10  1

59 11  1
ノ 坪

跡

査

遺

調

要

認

重

確

5

(奈良～平安 )

3

竪穴住居 1

柵 列 5

(奈良～平安)

須恵器・土師器

59 11 16

59 11 22
鍛  冶  給 同 上

1

(奈良～平安 )

土 坑  ユ

59 11 30

60  1 10
松 ノ 下 同 上

6

(奈良～平安 )

竪穴住居 1

土 坑  4
概 列  1

17

61 10 16

61 11 29
松 ノ 下 同 上

4

(奈良～平安 )

竪穴住居 1

土 坑 10
(平安 3)

刻書土器(須 恵器 )

61 11 12

61 12 19
南  屋  敷 同 上

1

(奈 良 )

土 坑 15 須恵器・土師器

61 11 20

61 12 15
内 日

緊急発掘調査

(排水路

改修工事 )

1

(平安 ～中世 )

62 11 16

62 12 18

松  ノ 下

(横マ クラ )

跡

査

遺

調

要

認

重

確

2

(奈良～平安 )

3

(奈良～平安 )

竪穴住居 3

土 坑 3

62 12  1

63  1  8
金 屋 同 上

5

(奈良～平安 )

3

(奈良～平安 )

居住
坑
列

穴竪
土
柵 緑釉陶器

63 10 12

63 12 10
同 上 同 上

3

(平 安 )

竪穴住居 3

土 坑 22
塀 跡 1

須恵器・土師器

円面硯・緑釉陶器

111 1

1 12 27
同 上 同 上

9

(奈良～平安 ) (平 安 )

竪穴住居 3

土 坑  7
塀 跡  3

1 11 29

1 12 27
神 ノ 木 戸 同 上

1

(平 安 )

1

(平 安 )

土 坑  5

2 10  8

212 7
金 屋 同 上

8

(奈良～平安 )

7

(平安 ～中世 )

跡
坑

塀
土

須恵器・土師器
鉄刀子・常滑

-2-
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第 2図 土佐国府跡地名図
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調 査 年 月 調 査 地 区

l S52  2 甜ラ田

2 S54   1 松 ノ下

3 S54   2 太郎二郎ヤシキ

4 S54   4 神ノ木戸

5 S54   8 宮ノ西

6 S54  11 クゲ ,国庁

7 S55  9 クボノヤシキ・荷鞍・左が,

8 S55 11 内 裏

9 S56  9 府  中

0 S56  10 神 ノ木・内日吉

1 S57  9 府中・太郎二郎ヤシキ

2 S58 0 堂 ヶ内

3 S58 ク ゲ

4 S59 0 一ノ坪

5 S59 1 鍛冶給

6 S59 松 ノ下

7 松 ノ下

8 南屋敷

9 宮ノ西

S62 松 ノ下 (横マ クラ )

S62 2 3 屋

S63 金  屋

Hl 金  屋

Hl 2 神 ノ木 戸

H2 金  屋

第3図 土佐国府跡第 1～ 25次発掘区設定図 (S=1/4,000)



H調 査 概 要

1 金 屋 地 区

(1)調査方法と経過

今次の発掘調査対象地は南国市比江字金屋 495番地であり、標高約16.9mを 測る水田である。

小字は金屋で、ホノギをセミヤシキと称す。この金屋地区は、南北約 180m、 東西約80mと 南

北に長い地区で、昭和62年度から3ヵ 年をかけて調査して来た。今次の調査区は金屋地区の南

3分の 1に あたり、市道を隔てて西側が松ノ下地区、南と東側が神ノ木戸地区である。

調査は、まず調査区中央に東西 トレンチ(4× 40m)を設定して行った。その結果、西部と中

央部を中心に建物跡等の遺構が検出されたため、その部分を中心に可能な限り発掘区を拡張し、
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遺構の確認に努めた。

今次の調査によって確認された遺構は、竪穴住居跡 3軒、掘立柱建物跡 8棟、土坑 7基、溝

跡 5条、塀跡 3条、性格不明遺構 2基及び柱穴とみられるピット群等であった。出土遺物は、

遺物包含層が残存していなかったため少なく、総数約 3,000点であった。遺物の大半は須恵器

と土師器であるが、ほとんど細片で摩耗しており、復元可能なものは極めて少なかった。

これらの遺構、遺物は、調査区中央部から西部にかけて多くみられ、その時期は弥生時代か

ら中世初頭にかけてのものである。ただし、遺構 として確認できたのは古墳時代以降のもので

あり、この中には古代官衛に関連するとみられる掘立柱建物跡 8棟、塀跡 3条が含まれる。

(2)層序

今次の調査において認められた基本層序は以下の通 りである。

第 I層 耕作土層

第H層 黄褐色粘質土層

第Ⅲ層 責褐色砂礫土層

層位中、遺構が検出されたのは第H層上面であり、換言すれば第 I層直下が遺構検出面とな

っていた。また、遺物包含層は全 く認められなかった。

第 I層は表土層で、現在の耕作土層である。厚さ15～ 20cmを 測る。

第H層は自然堆積層で、遺構検出面となっている。厚さは40～ 50cmで、その下層が第Ⅲ層と

なる。第Ⅲ層は基盤の砂礫土層であり、掘 り方の深い遺構の側壁や底面で認められた層序であ

る。

遺構の埋土となっていた黒色粘質土や黒褐色粘質上の堆積が認められないことと残存する遺

構の深さなどから考えると古代の生活面は今より40～ 50cmほ ど高かったとみられる。また、当

時の地形は、遺構の残存状態からみて、東に向って徐々に高 くなっていたと考えられる。

(3)遺構と遺物

① 竪穴住居跡

ST-28(第 6図 )

ST-28は 、調査区中央部北西寄 りで検出した大型の竪穴住居跡である。一部調査区外にあ

るが、ほぼ全容を知ることができる。遺構は、多数の古代の柱穴やピットに掘り込まれており、

付属遺構のいくつかは壊されたとみられる。平面形は方形で、長辺6.50m、 短辺6.35mを測る。

長軸方向はN-36生wでぁる。壁はほぼ平担な床面からやや急角度で上がるが、残存状態は不

良で壁高は約10cm程度である。床面の標高は16.701～ 16.747mを 測る。埋土は黒褐色粘質上に

黄褐色粘質上のブロックを多量に含むものであった。付属遺構 として十数個のピットを検出し

た。この内主柱穴 と考えられるのはP-1。 2であり、他の主柱穴は SB-62の西の妻柱 と北
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第Ⅲ層出土遣物

須恵器 (第22図 4～ 6)

4は 杯蓋で、口縁部は緩やかに下 り、端部で下方へ屈曲する。天丼部は平らでつまみは欠損

する。 5と 6は 高台の付 く杯身で、 5の 回縁部は外反気味に上がるのに対 し、 6の それは内湾

気味に上がる。端部は双方 とも九 く仕上げられる。

土師器 (第22図 7)

器面にヘラ磨 きを施す杯で、日縁部は体部から内湾気味に上がる。口縁端部の内側への折 り

返 しは認められない。

3 遺構 と遺物

(1)掘立柱建物跡

今次の調査では 8棟の建物跡を確認した。これら建物跡の柱穴の掘 り方はすべて基本的には

方形であるが、柱穴の規模が異なるものも存在する。

SB-68(第 7図 )

SB-68は 、調査区ほぼ 中央部で検出した桁行 3間 (総長約585m、 19.5尺 )、 梁間 2間 (総

長約420m、 14尺 )の東西棟掘立柱建物跡である。建物は SA-22に切 られていた。棟方向は

N-86° 4′ ―Wで、真北に対 し若千東に振っている。柱間寸法は、桁行が 1.8m(6尺 )と 2.25m

(7.5尺 )、 梁間が2.lm(7尺 )等間隔である。柱穴の掘 り方は方形で、一辺60～ 82cm、 柱径は

20～ 25cmと 推測される。柱穴の大きさはほぼ揃っている。これら柱穴の深さは検出面か ら139

～44 0cmで、底面の標高は16.199～ 16.478mを 測る。埋土は黒色粘質土に褐色粘質上の小ブロ

ックを含むものであった。遺物は、北側柱のP-1か ら弥生土器片が 1点 、土師器片が 2点 出

土しているのみで、復元できるものはなかった。なお、土師器片 2点は 8～ 9世紀頃のものと

みられる。

SB-69(第 8図 )

SB-69は 、調査区南東部で検出した桁行 3間 (総長5,7m、 19尺 )、 梁間 1間 (2.lm、 7尺 )

以上の南北棟掘立柱建物跡である。実際は、桁行3間 、梁間2間 の南北棟掘立柱建物跡であると

推測される。第23次調査の際確認した SA-17の西側の柱が、本建物の南妻柱東端の柱穴にな

る可能性 もある。また、P,-3は 本建物を切 って掘 り込まれていた。棟方向はN-3° 50生 wで、

真北に対 し若干西に振ってる。柱間寸法は、桁行が18m(6尺 )と 21m(7尺 )で、両端間

が1,8m(6尺 )と なり、梁間も1.8m(6尺 )と 2.lm(7尺 )である。柱穴の掘 り方は方形で、

一辺53～ 80cm、 柱径は20cm前後 と推測される。これら柱穴の深さは検出面から26～ 45cmで、底

面の標高は16.183～ 16.363mを 測る。埋土は黒色粘質土に褐色 と暗黒色粘質上のブロック及び

土粒 を多く含むものであった。遺物には、土師器片と須恵器片が10点程度出上しているが、復

元可能なものはなかった。なお、これら遺物は 8世紀末から9世紀にかけてのものとみられる。

-7-



SB-70(第 9図 )

SB-70は 、調査区北西部で検出した桁行 5間 (7.8m、 26尺 )以上、 梁間不明の南北棟掘

立柱建物跡である。実際は、桁行 6間、梁間 2間程度の南北棟掘立柱建物跡ではなかったか と

推測される。建物は、 SB-71・ 72に切 られていた。棟方向は N-0° 29生 Eで、ほぼ真北を向

く。柱間寸法は、桁行が1.5m(5尺 )と 1.8m(6尺 )で、両端間が1.8m(6尺 )、 中 3間が

1.5m(5尺 )等間隔 という寸法をとるとみられる。柱穴の掘 り方は方形で、一辺68～ 86cm、 柱

径は25cm程度 と考えられる。これら柱穴の深さは検出面か ら22～ 46cmで、底面の標高は15.941

～16.186mを 測 り、柱穴の深さを交互に変えた形 となっている。埋土は黒色粘質上に暗黒色 と

褐色粘質上のブロックと土粒 を含むものであった。遺物には、須恵器片 3点、ヘラ磨 きを施 し

たものを含む土師器片 5点、及び図示できた須恵器があった。この須恵器はP-1か ら出土し

たものである。
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出土遣物

須恵器 (第22図 8)

蓑で、中胴部以下が欠損する。肩部外面には平行タタキロが施される。

SB-71(第 9図 )

SB-71は 、調査区北西部で検出した桁行 1間 (1.5m、 5尺 )以上、梁間不明の建物で、桁

行 4～ 5間 、梁間 2間程度の南北棟掘立柱建物跡ではなかったか と推測される。その場合、棟

方向は N-1° 26′ ―Eで、ほぼ真北 を向 く。柱間寸法は、桁行が1.5m(5尺 )で、梁間は不明

である。柱穴の掘 り方は方形で、一辺60～ 68cm、 柱径は約20cmと みられる。柱穴は、 SB-70
。72の柱穴をそれぞれ切 って掘 り込まれていた。これら柱穴の深さは検出面から37～ ∝cmで、

底面の標高は15.739～ 16.080mを 測る。埋土は黒色粘質上に暗黒色 と褐色粘質土粒 を含むもの

であった。遺物には、須恵器片 1、 土師器片 1があったのみで、復元可能なものはなかった。

SB-72(第 9図 )

SB-72は 、調査区北西部で検出した桁行不明、梁間 1間 (1.8m、 6尺 )以上の建物で、 S

B-71同様桁行 4～ 5間 、梁間 2間程度の南北棟掘立柱建物跡ではなかったか と推測される。

その場合、棟方向はN-1° 9生 Eで、 ほぼ真北を向 く。柱間寸法は、 桁行は不明で、 梁間が

1.8m(6尺 )である。柱穴の掘 り方は方形で、一辺70～ 80cm、 柱径は20cm前 後 と推測される。柱

穴は SB-70の柱穴を切 って掘 り込まれていた。これら柱穴の深さは検出面から11～ 36cmで、

底面の標高は16.043～ 16.288mを 測る。埋土は黒色粘質土に暗黒色 と褐色粘質土粒及び小ブロ

ックを含むものであった。出土遺物は皆無であった。
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SB-73(第 10図 )

SB-73は 、調査区北部で検出した桁行 5間 (総長8.4m、 28尺 )、 梁間 2間 (総長3.3m、 11

尺)の東西棟掘立柱建物跡である。棟方向はN-88° 2生 Eで、真北に対 して若千西に振ってい

る。柱間寸法は、桁行が1.35～ 2.lm(4.5～ 7尺 )で、梁間が1.5～ 1.8m(5～ 6尺 )と まち

まちである。柱穴の掘 り方は方形で、一辺37～ 90cm、 柱径は20cm前 後 とみられる。南側柱の西

から 2番 目の柱穴は他の柱穴に比べ極端に小さいが、柱穴の配置からして、本建物の柱穴であ

ると考えられる。これら柱穴の深さは検出面から 9～ 32cmで、底面の標高は16.061～ 16.303mを

測る。埋土は暗黒色粘質土 と褐色粘質上のブロックの大きさや量によりい くつかに分層される

が、基本的には黒色粘質上に暗黒色 と褐色粘質上の小ブロックを含むものであった。遺物には

須恵器片 4点、土師器片 3点があるが復元できるものはなかった。

SB-74(第 12図 )

SB-74は 、調査区北東部で検出した桁行 4間 (総長6.3m、 21尺 )、 梁間 3間 (総長4.35m、

14.5尺 )の東西棟掘立柱建物跡である。建物は、 SK-118、 SD-62に それぞれ切 られていた。

なお、南西隅の柱穴は確認 していない。棟方向はN-59° 38′ ―Eで、他の建物跡のそれとは全

く異なる方向を示 している。柱間寸法は、桁行、梁間とも1.35m(4.5尺 )と 1.65m(5,5尺 )

である。柱穴の掘 り方は方形で、一辺40～ 48cm、 柱径は15cm前後である。これら柱穴の深さは

推■1ぉ… _旧_
1.5早

(DL=1680n

第 9図  SB-70～ 72
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検出面か ら26～ 42cmで、底面の標高は16.218～ 16.379mを 測る。埋土は黒ボクを含む黒色粘質

上であった。遺物には、弥生土器片 9点、須恵器片 1点 、土師器片 4点があるが、復元できる

ものはなかった。なお、この弥生土器片は後期末のもので、混入したもの と考 えられる。

SB-75(第 13図 )

SB-75は 、調査区西部で検出した桁行 3間 (総長435m、 14.5尺 )、 梁間 2間 (総長3,75m、

12.5尺 )の南北棟掘立柱建物跡である。建物は、 SD-58に切 られていた。なお、南西隅の柱

穴、西側柱の北から 2番 目の柱穴、南妻柱の真中の柱穴は確認できなかったが、確認 した柱穴

の配置からして 1つの建物跡であると判断した。棟方向はN-3° 40生 Eで、真北に対 し若干東

に振っている。柱間寸法は、桁行が 1.2～ 1.65m(4～ 5.5尺 )、 梁間が 18～ 1.95m(6～ 6.5

尺)である。柱穴の掘 り方は方形で、一辺30～ 55cm、 柱径は15～ 20cmである。これら柱穴の深

さは検出面から4～ 36cmで、底面の標高は16.213～ 16.525mを 測る。埋土は黒色粘質上に褐色

粘質土粒 を含むものであ つた。遺物には、土師器片が 7ッミあるのみで、復元で きるものはなか

った。
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(2)塀跡

今次の調査では 5条の塀跡を確認した。この内、

ではなかったかとみられる。これら塀跡の柱穴も、

SA-20(第 14図 )

SA-20は 、調査区南部で検出した東西 と南北に延びる塀跡である。東西の柱穴はさらに西

へ、南北の柱穴はさらに南へ延びるものと推測される。なお、東西列の西へ 7番 目の柱穴は S

K-115と 重複 してお り確認できなかった。また、塀は SD-59に切 られていた。方向はN-89°

18生 wで、ほぼ真北を向いている。規模は 7間 (11,7m、 39尺 )以上で、柱間寸法は15～ 225
m(5～ 75尺 )と まちまちである。柱穴の掘 り方は方形で、一辺50～ 99cm、 柱径は20～ 25cmで

ある。これら柱穴の深さは検出面から15～ 66cmで、底面の標高は15,965～ 16.475mを 測る。埋

土は黒色粘質土に褐色 と暗黒色粘質土粒及び小ブロックを含むものであった。遺物には、須恵

器片 1点 、嗜文やヘラ磨 きの施されたものを含む土師器片12点 があったが、復元できるものは

なかった。
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SA-21(第 16図 )

SA-21は 、調査区ほぼ中央部、

向はN-88° 19生 wでぁる。規模は

4間 (総長7.2m、 24尺 )で、柱間

寸法は、両端間が195m(8.5尺 )、

中 2間が165m(5.5尺 )であると

みられる。なお、東から 2番 目の

柱穴は確認できなかった。柱穴の

掘 り方は方形で、一辺55～ 88cm、

柱径は約20cmである。西端の柱穴

は、方形のピット (長辺1.70m、

短辺1.17m)に 上部 を削平されて

いた。これら柱穴の深さは検出面

か ら8～ 27cmで、底面の標高は16

■71～ 16.361mを 測る。埋土は黒

色粘質土に褐色粘質上の小ブロッ

クを含むものであった。遺物には

弥生土器片 1点 、須恵器片 5点 、

土師器片15点があ り、須恵器片の

中には擬宝珠形のつまみが欠損 し

た杯蓋片があった。これらはすべ

て細片で図示できたものはなかっ

た。

SA-22(第 16図 )

SA-22は 、調査区中央部で検

出した東西の塀跡である。塀は S

B-68を 切 って掘 り込まれていた。

また、 SA-21と は平行 して延び

ていることから当初建物跡ではな

いか とみられたが、梁間に当たる

部分に該当する柱穴が全く確認さ A
れなかったことから、 2条の塀跡

として扱った。方向はN-85° 23′―

Wである。規模は 4問 (総長6,9m、

SB-68の北側に隣接 して検出した東西の塀跡である。方
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23尺 )で、柱間寸法は1.5～ 2.lm(5～ 7尺 )と まちまちである。柱穴の掘 り方は方形で、一

辺62～ 82cm、 柱径は15～ 20cmである。これら柱穴の深さは検出面から10～ 26cmで、底面の標高

は16.359～ 16.524mを 測る。埋土は黒褐色粘質上であった。遺物には、須恵器片 4点、土師器

片17点があり、 2点が図示できた。 9は P-1、 10は P-2か らそれぞれ出上 した。また、図

示できなかったが土師器片の中にはヘラ磨 きを施 したものがあった。

出上遺物

須恵器 (第22図 9)

皿で、約%が残存 していた。口縁部は平 らな底部から上外方へ短 く上が り、端部を内側へ僅

かに折 り返す。 器面には火だすきが部分白勺にかかる。

上錘 (第 22図 10)

土師質の土錘で、両端が欠損するが紡錘形を呈す。

SA-23(第 16図 )

SA-23は 、調査区南部で検出した東西の塀跡である。塀は SD-58・ 59に それぞれ切 られ

ていた。方向はN-83° 45′ 一Eである。規模は 5間 (総長54m、 18尺 )で、柱間寸法は135～

2.25m(4.5～ 7.5尺 )と まちまちであった。柱穴の掘 り方は方形で、一辺58～ 75cm、 柱径は約

20cmである。P-1に は拳大の石が投棄されていた。これら柱穴の深さは検出面から10～ 52cm

で、底面の標高は16.082～ 16.498mを 測る。埋土は基本的に黒色粘質上に褐色 と暗褐色粘質土

の小ブロックを含むものであった。遺物には、弥生土器片 1点 、土師器片20点 、瓦片 1点 、及

び11の祗石があった。土師器片の中にはヘラ磨 きが施 されたものも含まれていたが、すべて細

片で11以 外に図示できるものはなかった。11は P-1か ら出土したもので、投棄 された石の中

に混入していた。

出土遣物

砥石 (第22図 11)

細粒砂岩の祗石で、一部折損するが 4面に使用痕が残っている。

2  __b

1680m)

クション

1黒色粘質上 に褐色・暗黒色粘
質土粒及び小プロックを含む

2黒色粘質土 に掲色砂性粘質土
のプロックを多量 に含む

3黒色粘質上 に褐色粘質上の

小プロックを含む

SA-21 P一
(DL=

SA-20。 21・ 23 セ

ー15-

SA-20

1責褐色・黒色粘質上の小ブロックを
多量に含む (他 のピット)

2黒色粘質土

1

第15図
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SA-24(第 16図 )

SA-24は 、調査区南端部で検出した東西の塀跡である。ただし、南側が調査区外であり、

対 となる柱穴が存在する可能性 もあり、場合によっては建物跡 となるか もしれない。一応、方

向はN-84° 54生 Eで、 SA-23と ほぼ同じ方向を示す。規模は 3間 (総長5.4m、 18尺 )で、

柱問寸法は1.35～ 2.25m(4.5～ 7.5尺 )と まちまちである。柱穴の掘 り方は方形で、一辺55～

80cm、 柱径 15～ 20cmである。これら柱穴の深さは検出面か ら14～ 37cm、 底面の標高は16.245～

16.476mを 測る。埋土は黒色粘質上に褐色粘質土粒 を含むものであった。遺物には、須恵器片

7点、土師器片 2点があるが、復元できるものはなかった。

(3)土坑

今次の調査では12基の土坑を確認した。時期的には、 8～ 9世紀前半のものと12～ 13世紀頃

のものに大別される。

SK-113(第 17図 )

SK-113は 調査区南東部で検出した。遺構は SK-114及び SD-58に 掘 り込まれていた。

平面形は方形 とみられ、長辺360m、 短辺3.16m、 深さ0.56mを 測る。長軸方向はN-5° 一E

である。断面形はほぼ逆台形を呈 し、壁は底面か ら急角度でたち上がっている。埋土は黒色粘

質土単一層であった。遺物には、須恵器、土師器があ り、出土量は比較的多かった。

出上遺物

須恵器 (第 22図 12～ 15)

12は杯蓋で、天丼部外面には擬宝珠形のつまみが付 く。13は 鉢で、日縁部は内湾気味に上が

る休部から内傾 して延び、端部は外傾する凹面をなす。14は 壺で、口頸部が欠損する。体部最

大径は上胴部にある。15は甕で、肩部以下が欠損する。口縁部は肩部か ら屈曲し、短 く外傾す

る。端部は上方 を向 く平面をなす。肩部外面には回転カキロ調整を施す。

上師器 (第 22・ 23図 16～ 20)

16・ 17は杯蓋で、須恵器の手法を真似ている。18は 双耳壺の把手である。19・ 20は甕で、口

縁部は上胴部か らくの字形をなして上がる。20の器面にはハケ調整を施 している。

SK-114(第 17図 )

SK-114は 調査区南東部で検出した。遺構は SK-113を 切 って掘 り込まれていた。平面形

は方形で、長辺3.23m、 短辺2.93m、 深さ0,56mを 測る。長軸方向はN-34生 Eである。断面形

はほぼ逆台形を呈 し、壁は底面から急角度でたち上がっている。埋土は基本的に黒色粘質上で

暗黒色及び褐色粘質上のブロック、土粒の量により3層 に分層できる。また、土層中には焼土

が認められた。遺物には、須恵器、土師器等があり、出土量は SK-113同 様比較的多かった。

-17-



出土遺物

須恵器 (第23図 21～ 25)

21～ 23は 杯蓋で、22の み擬宝珠形のつまみが残っていた。天丼部は平 らで、口縁部は斜め下

方へ緩やかに下 り、端部 を下方へ短 く屈曲さす。23の 回縁部外面には凹線が回っている。24・

25は 杯で、底部外面は回転ヘラ切 りとなっている。24の 口縁部は上外方へほぼ真直 ぐ上がるの

に対 し、25の それは内湾気味に上がる。端部はそれぞれ九 く仕上げられる。

土師器 (第23図 26～ 28)

26は 杯で、27は 皿である。それぞれ底部外面は回転ヘラ切 りとなってお り、日縁部は上外方

へ上が り、端部 を内側に折 り返す。28は 鉢で、口縁部は内湾気味に上がる胴部か ら屈曲し、斜

め上方へ短 く延びる。器面は摩耗 してお り、調整は不明である。

⌒

⌒

―
30

Ｉ
Ｉ

０

SK-114
1黒色粘質土に褐色粘質
土粒を多く含む

2黄暗掲色粘質土
3黒色粘質土
4焼土 (赤掲色粘質土)

SK-113
5黒色粘質土

A_

SK-113                SK-114

(DL=16.80m)

第17図  SK-113・ 114

一 B

6黒掲色粘質土(SD-58)
7黒色粘質土 (ピ ット)

0           2m
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０
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鉄製品 (第23図 29。 30)

刀子で、双方 とも鋒先端 を欠 く。それぞれ棟は平棟で、茎部には木質部が残存 している。

砥石 (第 23図 31)

中粒砂岩の祗石で、側面 と端部が折損する。 2面に使用痕が残る。

SK-115

SK-115は 調査区南西部で検出した。遺構は数 多くのピットに掘 り込 まれてお り、原形を

留める部分が少なくなっている。平面形は基本的に方形で、長辺3,70m、 短辺3.15m、 深さ0.25

mを 測る。長軸方向は N-1° 一Eで、真北にほぼ直交 した形 となっている。断面形は逆台形を

呈 し、壁は底面か ら短 く立 ち上が る。埋土は黒色粘質土単一層であった。遺物量は比軟的多

く、須恵器 と土師器がほぼ同数出上 した。しかし、大半が細片で図示できたのは 5点 であった。

出土遺物

須恵器 (第23図 32～ 35)

32は 杯蓋で、平 らな天丼部にはボタン状のつまみが付 く。口縁部は内湾気味に下 り、端部を

下方に屈曲さす。33は小型の杯で、口縁部は上外方にたち上がる。 34は 輪高台が付 く杯で、口

縁部は斜め上方へ上がる。双方 とも底部は回転ヘ ラ切 りである。35は甕で、口縁部は肩部から

L字形をなして上外方へ上がる。端部は上方を向 く平面をなす。

土師器 (第24図 36)

甕で、口縁部は上胴部からくの字形をなして上が り、端部は丸 く仕上げる。

SK-116

SK-116は 調査区中央部北寄 りで検出した。遺構は SD-61を切っているが明確な掘 り方

を持たない。平面形は不整方形で、長辺3.90m、 短辺2.85m、 深さo.06mを 測る。長軸方向は

N-2° 一Eである。断面形はほぼ逆台形を呈 し、壁は底面か ら短 くたち上がる。底面北端で、

直径40cm、 深さ 5 cmの ピットを検出した。埋土は灰暗褐色粘質土単一層であり、出土遺物は皆

無であった。

SK-117(第 18図 )

SK-117は 調査区東部で検出した。遺構は SB-74を切 り、 SK-118に 東端部を掘 り込

まれていた。平面形は舟形で、長辺210m、 短辺043m、 深さo.25mを 測る。長軸方向はN―

89笙 Wで、真北にほぼ直交する。断面形は箱形を呈 し、壁は底面か ら急角度でたち上がる。埋

土は上下 2層 に分層され、上層が黒褐色粘質土、下層が黒褐色粘質土に褐色粘質上の小ブロッ

クを含むものであった。遺物には、須恵器片 2点 、土師器片20点 があるが、すべて細片で復元

できるものはなかった。なお、土師器片の中に回転糸切 り底の杯片も含まれる。

SK-118(第 18図 )

SK-118は 調査区東部で検出した。遺構はSB-117を 切 って掘 り込まれていた。平面形

は舟形で、長辺255m、 短辺085m、 深さo,76mを 測る。長軸方向はN-89笙 Eで、真北にほ



ぼ直交する。断面形は逆台形で、壁は底面から急角度でたち上がる。埋土は上下 2層 に分層さ

れ、上層が黒褐色粘質上に褐色粘質上の小ブロックを含む もので、下層が黒色粘質上であった。

遺物は、大半が土師器で大量に出上し、県下で初めて鉄製の紡錘 も発見された。

出土遣物

土師器 (第 24・ 25図37～ 65)

37～ 44は杯で、底部外面はすべて回転糸切 りである。日縁部の形態により、上外方へ真直 ぐ

上がるもの (37～ 42)、 内湾気味に上がるもの (43)、 外反気味に上がるもの (44)に 分けられ

ることができる。また、底部形態によリベタ高台のもの (42～ 44)と そうでないもの(37～ 41)

に分けることもできる。45～ 65は小皿で、底部外面はすべて回転糸切 りである。口縁部の形態

によりa～ cの 3類に区分 される。 a類は、器厚が薄 く仕上げられ、上外方へほぼ真直 ぐ上が

るものであ り、45～ 51が該当する。 b類は、体部を薄 く、日縁部 を厚 く仕上げるものであり、

52～ 56が該当する。 C類は、器厚が厚 く仕上げられたもので、端部まで厚 く仕上げられたもの

(57～ 62)と 端部を撮み細 く仕上げたもの (63～ 65)と に細分される。
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瓦器 (第 25図 66。 67)

2点 とも椀で、内面に暗文が施される。暗文は、口縁部内面が同心円文状で、内底面が平行

線状のものである。

青磁 (第 25図 68)

龍泉窯系の青磁で、皿である。内外面 ともオリーブ灰色を呈 し、貫入がはいる。

鉄製品 (第25図 69)

紡錘で、円形の紡錘車に鉄の軸が付いている。鉄軸の両端が折損する。表面は銹化が著 しい。

SK-119(第 18図 )

SK―■9は調査区東部で検出した。遺構は SK-124及 び SD-60に切 られていた。平面

形は舟形で、弧を描いた形 となり、長辺7.70m、 短辺0,74m、 深さは0.40mを 測る。方向は S

K-117■ 18と ほぼ同じ方向を呈する部分 と直交 した部分 とがある。断面形はほぼ逆台形を呈 し、

壁は底面より垂直に近い角度で上がる部分 と急角度で上がる部分 とがある。底面は南側が深 く、

北側が浅 くなっている。埋土は基本的に上下 2層 に分層され、上層が黒褐色粘質上、下層が黒

褐色粘質土に褐色粘質上の小ブロックを含むものであった。遺物量は SK-118よ りも少ない

が土師器を中心に比較的多く出土している。

出土遺物

土師器 (第 25。 26図 70～ 77)

70～ 72は 椀で、底部外面はすべて回転糸切 りである。日縁部の形態は、内湾気味に上がるも

の (70)、 上外方へ真直 ぐ上がるもの (71・ 72)と がある。73～ 75は 小皿で、73・ 74がロクロ成

形、75が手づ くね成形である。73は 前述のa類、74が C類に該当する。76。 77は 皿で、手づ く

ね成形である①76の底部は比較的平 らであるのに対 し、77の底部は丸底である。双方 とも煤が

部分的ではあるが付着 している。

瓦器 (第26図 78～ 80)

78。 79は 椀で、78の 内面にはやや崩れた同心円状の暗文が施 される。79は 、器面の摩耗が著

しく調整不明である。80は 小皿で、口縁部は丸味のある底部から短 くたち上がる。

瓦質土器 (第 26図 81～ 84)

すべて羽釜であり、脚は付かない。口縁部は内湾して上が り、口縁下には鍔が付 く。鍔は81

が上外方を向き、82～ 84が水平に延びる。また、鍔 は83以 外 国縁下 に貼付されているのに対

し、83は 口縁音Ьと一体に造 られている。

青磁 (第 26図85,86)

2点 とも龍泉窯系の青磁で、85が皿、86が椀である。85は 、底部外面以外に青磁釉が施釉 さ

れ、内外面 ともオ リーブ灰色を呈す。87の 口縁部内面及び見込みに片切彫による蓮花文が施さ

れる。
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SK-120

SK-120は 調査区東部で検出した明確な掘 り方を持たない染み状の上坑である。遺構は S

K-118を切 って掘 り込まれていた。平面形は不整形で、長辺265m、 短辺120m以上、深さ

0.03mを 測る。長軸方向はN-86吐 Eである。断面形は逆台形を呈 し、壁は平担な底面か ら短

く上がる。埋土は灰褐色粘質土単一層であった。遺物には、須恵器片 2点、土師器片 1点 、瓦

質土器片 1点 、陶磁器片 2点があったが、すべて細片で図示できるものはなかった。

SK-121

SK-121は調査区西部で検出した。遺構は SB-70を切 り、 SD-61に 掘 り込まれていた。

平面形は方形で、長辺436m、 短辺2.69m、 深さ0.13mを 測る。長軸方向はN-10° 一Wで ある。

断面形は逆台形を呈 し、壁は平担な底面から短 く上がる。埋土は黒褐色粘質土で褐色粘質上の

小ブロックを含む ものであった。遺物には、須恵器片 8点、土師器片 8点があり、土師器片の

中には糸切 りの底部片も含まれる。図示できたのは87の須恵器 1点 のみであった。

出土遺物

須恵器 (第26図 87)

甕で、口頸部は胴部か ら屈曲 し、上外方へ上がった後外傾 して延びる。胴部内面には同心円

文のタタキロが残存する。

SK-122

SK-122は調査区西部で検出した。遺構は、 SB-70,71、 SK-121を 切って掘 り込まれ

ていた。平面形は不整楕円形で、長辺1.26m、 短辺110m以上、深さ0.13mを 測る。長軸方向は

N-2° 一Eである。断面形はほぼ逆台形を呈 し、壁は平担な底面か ら短 く上がる。埋土は黒褐

色粘質土単一層であった。遺物には、布 目の平瓦片 1点 があった。

SK-123

SK-123は 調査区中央部で検出した。遺構は、SD-58,59を切 って掘 り込まれていた。

平面形は舟形で、長辺227m、 短辺052m、 深さo05mを 測る。長軸方向は N-7° 一Wである。

断面形は逆台形を呈 し、壁は平担な底面から短 く上がる。埋土は黒褐色粘質土単一層であった。

出土遺物は皆無であった。

SK-124

SK-124は調査区東部で検出した。遺構は SK-119を切 って掘 り込まれていた。平面形は

舟形で、長辺220m以上、短辺062m、 深さ018mを測る。長軸方向は N-0° 一Eである。断

面形は舟底形を呈 し、壁は底面より緩やかに上がる。底面中央部には楕円形の浅い落ち込みが

ある。埋土は灰褐色粘質土単一層であった。出土遺物は皆無であった。

(4)溝跡

SD-58(第 19図 )

SD-58は 、調査区南部で検出した東西と南北に延びる溝で、それぞれ調査区外へ延びてい
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る。南北に延びる溝は、基底面の標高が異なり、また、途中か ら派生 している点等、別の溝の

可能性 もあるが、埋土的には全 く同じであり、かつほぼ同時期に埋っていることか ら今回は同

一の溝として扱った。溝は、幅0.60～ 1.40m、 深さ020～ 0.40m、 検出長東西17.80m、 南北

12.80mを 測る。主軸方向は、東西が N-83° 56生 w、 南北が N-2° 39′ ―Wである。断面形は

逆台形ないし箱形を呈 し、壁は底面から急角度で上がる。また、東西に延びる溝は、 2度ほど

拡張されてお り、基底面は西へ約0.1l mの比高差を持って傾斜 している。埋土は大きく上下 2

層に分層され、上層が黒褐色粘質上、下層が黒色粘質土に褐色 。暗黒色粘質上の小ブロックを

若干含む ものであった。また、上層中か らは人頭大から拳大の石及び常滑の大甕等の遺物が投

棄された状態で検出された。遺物には、須恵器片、緑釉陶器片、土師器片、青磁片等があり、

量的には土師器が多かった。この中で復元できたのは11点であった。

出土遺物

土師器 (第 26・ 27図88～ 94)

88～ 91は 杯で、底部外面はすべて回転糸切 りである。

口縁部が上外方へ真直 ぐ上がるもの (88。 89)、 外反気

味に上がるもの (90)、 内湾気味に上がるもの(91)があ

る。また、90～ 92は ベ タ高台となっている。93・ 94は

小皿で、93の底部は高さ1.5cmの ベ タ高台となっている。

94は底部の比較的深いものである。

把手 (第 27図 95)

壺の把手で、外面はオ リーブ灰色を呈す。

常滑 (第 27図 96)

甕で、底部が欠損する。口縁部は胴部から大きく外

反して延び、端部を細 く仕上げる。肩部 と胴部やや下

に格子 目の刻印が施 される。また、肩部には灰釉が施

釉 されている。

青磁 (第27図 97)

碗で、龍泉窯系のもの とみられる。内面には僅かで i_
あるが片切彫の痕が残る。

砥石 (第27図 98)

細粒砂岩の祗石で、両端が折損するが 3面に使用痕

が残る。

SD-59

SD-59は 、調査区南部で検出した東西 と南北に延

一 J

I表土層

(DL=16.80m)
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)オ尋漫皇擦絲 籍
一 d

e__

C―一

g__
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を含む (SB-75)

一 h

びる溝で、南北に延びる溝は調査区外へさらに延びる。  第19図



溝は、 SD-58の南北に延びる溝 とほぼ並行に延び、SA-20。 23を切 っている。溝は、幅070

m、 深さ0 1lm、 検出長970mを 測る。主軸方向はN-6° 5生 wでぁる。断面形は逆台形をなし、壁は底面

から短 くたち上がる。埋土は黒褐色粘質土単一層であった。

遺物には、須恵器片10点 、土師器片20点があったが、すべて細片

で図示できるものはなかった。

SD-60(第 20図 )

SD-60は 、調査区中央部で検出した東西に延びる溝で、さらに

調査区外に延びている。溝は 2条が並行 して延び、調査区東端で合

流し、1条 となる。溝は、幅0.25～ 0,70m、 深さ0.07m、 検出長320

mを 測る。主軸方向はN-86° 25′ ―W～ N-72° 33′ ―Eである。断

面形はU字形ないし舟底形を呈 し、壁は底面から緩やかに上がる。

また、溝は比高差 4 cmと 僅かであるが西か ら東へ向って傾斜 してい

る。埋土は黒褐色粘質土単一層であった。遺物には、須恵器片、土

師器片、瓦器片、青磁片等があるが、出土量は少なく、すべて細片

で図示できるものはなかった。 第20図  SD-60セ クション

SD-61

SD-61は 、調査区北部で検出した東西に延びる溝で、明確な掘 り方を持たない。溝は SK

-121を切 って掘 り込まれていた。溝は、幅0.80～ 1.36m、 深さ0.05m、 検出長7.50mを 測る。

主軸方向は N-87° 39′ ―Wである。断面形は逆台形を呈 し、壁は底面か ら短 く上がる。埋土は

灰暗褐色粘質土に黒色 と褐色粘質土粒及び小ブロックを含むものであった。遺物には、須恵器

片 4点、土師器片 8点があるが、細片で図示できるものはなかった。

SD-62

SD-62は 、調査区北部で検出した東西に延びる溝で、両側等に細長い溝を多数伴 う。溝は

さらに調査区外へ延びる。溝は、幅0.80～ 3.30m、 深さ018m、 検出長45,10mを 測る。主軸方

向は N-86° 11′ ―Wである。断面形は概ね逆 台形 を呈 し、壁は底面より短 く上がる。埋土は

黒褐色粘質土単一層であった。遺物には、弥生土器片、須恵器片、土師器片があり、出土量は

比較的多いが大半が細片で図示できたのは 1点 のみであった。

出土遣物

上師器 (第27図 99)

小皿で、底部外面は回転糸切 りで板状圧痕が残る。口縁部は上外方へ短 く上が り、端部 を細

く仕上げる。

SD-63

SD-63は 、調査区北端部で検出した東西に延びる溝で、東の調査区外へ さらに延びる。溝

は SB-75を切って掘 り込まれていた。溝は、幅093m、 深さo.03m、 検出長130mを測る。

a__ 1   1  __b

鮎

C- 1 1  -d

(DL=16.80m)

馳
土
Ｄ

粘
質

ツ

色
粘

ピ

ｆ

　

褐
色

く

ｅ

2m

-24-



主軸方向は N-86° 55′ ―Wで SD-62と ほぼ同一方向を示す。断面形は逆 台形を呈 し、壁は底面

から短 く上がる。埋土は黒褐色粘質土単一層で、出土遺物は皆無であった。

SD-64

SD-64は 、調査区北端部で検出した東西に延びる溝で、東の調査区外へさらに延びる。溝

は、幅0,94m、 深さo,02m、 検出長2.95mを 測る。主軸方向は N-85° 14′ ―Wで、 SD-62と

ほぼ同一方向を示す。断面形は逆台形を呈 し、壁は底面か ら短 く上がる。埋土は黒褐色粘質土

単一層で、出土遺物は皆無であった。

(5)そ の他の遺構 と遣物

遺構

遺構の大半はピットであ り、その多くは建物跡等の確認には至 らなかったが柱穴ではないか

とみられる。掘 り方は、ほとんどが円形で一部方形を呈するものもある。円形のピットの埋土

は黒褐色粘質上であり、方形のピットの埋土は黒色粘質土に暗黒色 と褐色粘質上のブロックや

土粒を含むものであった。これは明らかに時期差 として捉えることができるものである。遺物

には、タタキロの残る弥生土器、須恵器、土師器、青磁、瓦器等があったが、出土量は少な く、

かつ細片が多く復元できたのは Pl～ 8か ら出上した 9点であった。

P-1は 調査区東部で検出した一辺65～ 70cm、 深さ28cmを 測る方形のピットである。掘 り方

が確 りしてお り、柱穴である可能性が強い。100の須恵器の杯蓋が出上 している。P-2は 調査

区南東部、 SK― H5を切 って掘 り込まれていた径68～ 85cm、 深さ28cmを 測る楕円形のピット

である。101と 102の須恵器が出上 している。P-3は 調査区南西部、 SB-69の 南西隅の柱穴

を切 って掘 り込まれていた一辺約80cm、 深さ約18cmを 測る方形のピットである。掘 り方が比較

的確 りしてお り塀跡等の柱穴ではなかろうか。103の 土師器が出土 している。P-4は 調査区中

央部、 SD-58に切 られた形で検出した一辺約65cm、 深さ約21cmを 測る方形のピットである。

104の上師器が出土 している。 P-5は調査区南端部、 SA-24の柱穴を切 って掘 り込まれてい

た径26～ 32cm、 深さ約20cmを 測る円形のピットであり、径約18cmの柱痕が残存していた。105の

土師器が出上 している。P-6は 調査区南東部で検出した径約65cm、 深さ約23cmを 測る円形ピ

ットである。106の上師器が出上 している。P-7は 調査区南東部で検出した一辺42～ 45cm、 深

さ約54cmを 測る方形のピットである。107の土師器が出上している。 P-8は 調査区南東部で検

出した径約45cm、 深さ約34cmを 測る円形 ピットである。108の土師器が出土 している。

出土遺物

須恵器 (第27図 100～ 102)

100と 101は 杯蓋で、平 らな天丼部中央に擬宝珠形のつまみが付 く。1021ま 甕で、胴部以下が欠

損する。口縁部は緩やかに外反 し、端部は肥厚する。

土師器 (第27図 103～ 108)

103は 椀で、器面には細いヘ ラ磨 きが施される。口縁部は上外方へ真直 ぐたち上が り、端部を
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丸 く仕上げる。底部は深 く、平らで、外端部には高さ 5 mmの高台が付 く。高台端部は外傾する

平面をなす。104～ 108は 杯で、すべて底部外面は回転糸切 りである。104と 105は 口縁部を欠損

するが、 内湾気味に上がるとみられる。 106の 口縁部は体部から内湾気味に上がった後外傾

して延びる。 107の 器厚は厚 く、 口縁部は体部から上外方へ真直 ぐ上がった後若千外傾して

延びる。108の 口縁部は欠損するが、上外方へほぼ真直 ぐ上がるとみられる。焼成が極めて良

セヽ。

第 2表  掘立柱建物跡計測表

第 3表 塀 跡 計 測 表

遺構番号

(建物名)

規 模 面 積

(II12)

棟 方 向

(Nは真北)

備 考梁×桁

伺 ω

梁問×m× 桁行m

凩   凩

柱 問 寸 法

梁m(尺 ) 桁 m(尺 )

SB-68 2× 3 420(14)X585(195) 21(7) 18(6)～ 225(75) 24 57 N-86° 4生w

SB-69 1以上X3 21(7)以 上×57(19) 18(6)～ 21(7) 18(6)～ 21(7) (11,97) N-3° 50生 w

SB-70 ―X5以上 一― X73(26)以上 15(5)～ 18(6) N-0° 29生 E

SB-71 ―Xl以上 一― X15(5)以 上 l N-1° 26生 E

SB-72 1以上X― 18(6)X ―― 18(6) N-1° 9生 E

SB-73 2× 5 33(11)X84(28) 15(5)～ 18(6) 135(45)～ 21(7) 2772 N-88° 2生 E

SB-74 3× 4 435(14.5)X63(21) 135(45)～ 165(55) 135(45)～ 165(55) 27 405 N-59° 38生 E

SB-75 2)(3 375(12.5)X435(145) 18(6)～ 1,95(65) 12(4)～ 165(55) 163125 N-3° 40生 E

遺構番号
規 模 方 向

(N―真北 )

備 考

柱穴数 全長m(尺 ) 柱間距離m(尺 )

SA-20 7以上 11.7(39)以 上 1.5(5)～ 225(75) N-89° 18生 w

SA-21 5 7.2(24) 165(55)～ 195(85) N-88° 19生 w 柱穴1個は未確認

SA-22 69(23) 15(5)～ 21(7) N-85° 23生 w

SA-23 93(31) 135(45)～ 225(75) N=83° 45生 E

SA-24 4 54(18) 135(45)～ 225(75) N-84° 54イー E
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遺構番号 平面形態
規 模 長 軸 方 向

(Nは _tHヒ )

備 考

長辺 m 短辺 m 深さm

SK-113 方 形 3 60 3 16 0 56 N-5° 一 E

SK-114 〃 3 23 2 93 0 56 N-34° 一 E

SK-115 3 70 3 15 0.25 N-1° 一 E ほぼ真北に直交

SK-116 不整方形 3 90 2 85 0 06 N-2° 一 E

SK-117 舟 形 2 10 0.43 0 25 N-87° 一W

SK-118 〃 2 55 0.85 0 76 N-89° 一 E 〃

SK-119 〃 7 70 0,74 0 40 弧状を呈す

SK-120 不 整 形 2 65 (1 20) 0 03 N-86° 一 E

SK-121 方 形 4 36 (269) 0 13 N-10° 一W

SK-122 不整楕円形 1 26 (110) 0 13 N-2° 一 E

SK-123 舟 形 2.27 0 52 0 05 N-7° 一W

SK-124 (220) 0 62 0.18 N-0° 一 E

第 4表 土 坑 計 測 表

第 5表 溝 跡 計 測 表

遺構番号
規 模

断 面 形
方   向

(Nは 真北 )

備 考

幅  m 深さm 検出長 m

SD-58 0 6 ～ 1 40 0 20^ψ O.40
17.8(東西 )

12.8(南北 )
箱  形

N-83° 56生 Ⅵ

N-2° 39生 Ⅵ

SD-59 0 70 011 9.70 逆台形 N-6° 5生 Ⅵ L字状を呈す

SD-60 0,25-0,70 0.07 32.00 舟底形
N-86° 25生 w

N-72° 33′―E

S D-61 0 80-1.36 0 05 7.50 逆台形 N-87° 39生 Ⅵ

SD-62 0 80^ヤ 3 30 0 18 45,10 N-86° 11生Ⅵ 多数の細い溝を伴 う

SD-63 0 93 0 03 1.30 〃 N-86° 55生 Ⅵ

SD-64 0.94 0 02 2 95 〃 N-85° 14生Ⅵ
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III    総

本年度の調査は、昨年度の調査区に隣接する部分 を対象地 として実施 してきた。敢えて昨年

度の調査区の隣接地を調査対象地に選定 したかについては簡単に前述 したが、ここでやや詳細

に述べてみたい。第23次調査区では、規模の大 きな建物跡が狭い範囲に 6棟 も確認され、地鎮
(D

祭を行ったとみられる建物跡も検出されている。このような建物跡が確認されている地区は、

比江地区中央部 (東西約80m、 南北約120mの 地区で未調査地区)に隣接する部分だけであり、
修)

立地的、ltz的に有望しされている内裏地
名

などでは期待される結果が未だでていないのが現状

である。これら10年に及ぶ調査から政庁の存在し得る地区を想定した場合、比江地区中央部の

未調査地区が最有力祝されてくる。しかし、その地区はビニールハウスがほぼ全面に建ち、調

査を実施できるまでには至っていない。よって、隣接地区の調査で政庁の一角を確認すべ く調

査対象地の選定並びに地元交渉に当って来た。調査対象地としては金屋のセミヤシキ、神ノ木

戸の左が内が考えられたが、耕作物等の関係で本地区を調査対象地に選定したのである。

以下本年度調査地区において検出した遺構、遺物についてその概要を述べ、また今後の展望

についても記してみたい。

1 遺構

今次の調査で確認された遺構は、掘立柱建物跡 8棟、塀跡 5条、土坑12基、溝跡 7条であり、

この内古代の官衛に関連するとみられるものは掘立柱建物跡と塀跡の大半、土坑 2基、溝跡 2

条である。これら遺構は大きく3期 に区分される。

まず、 I期はSA-20に伴う時期である。 SA-20以 外の塀跡は短 く、限定されたもので、

日穏し塀等建物などに伴うものとみられ、区画等をなすものとは考え難い。一方 SA-20は 調

査区南西部で検出されたため、その全容については推測の域を出ないが、何らかの区画をなし

た可能性があるとみられ、その方向はほぼ真北に沿ったものである。棟方向が真北に近いSB

-59～ 73な どがこの期に属するものと考えてよかろう。これらは、さらに棟方向により3時期

に細分されよう。すなわち、I― a期 として、棟方向が真北に極めて近いものが考えられ、 S

B-70～ 71が該当する。次に、I― b期 として、棟方向が真北に対して数度西に振るものが考

えられ、SB-69,73が 該当する。 I― c期 として、棟方向が真北に対して数度東に振るもの

が考えられ、SB-68が該当する。また、SK-113・ 1141よ その出土遺物並びに出土状況など

からごみ捨ての穴と考えられ、時期的にこの 2基の上坑もこの I期に属するとみられる。

H期 は、SD-58・ 59に 伴う時期である。この 2条の溝は、SA-20と SK-115廃絶後に

掘られたものであり、その性格については、その掘 り方や方向性から考えて単なる排水の溝 と

は考え難 く、何らかの区画をなすものではなかろうか。また、何度か拡張された痕跡もあり、

存続期間は長期間に及んだものであると考えた方が妥当ではなかろうか。建物跡では、SB―

68が近い棟方向を示すが、隣接し過ぎており、同時期に存在したとは考え難く、今次の調査で



同期に属するものは確認できなかった。しかし、隣接した第23次の調査区の遺構をみた場合、

SB-62を始めとして棟方向が真北に対して東に 5～ 10度程度振る建物跡が確認されており、

これらがこの期に属するのではなかろうか。これらの建物の変遷については前回の報告で触れ
は)

たとお りである。

Ⅲ期は、 SD-58・ 59が廃絶 し、機能 しな くなった時期である。この期の明確な建物跡は確

認されていないが、平面形が円形で径30cm程度のピット群がこの期に属するのではなかろうか。

また、多量の遺物が投棄 されていた SK-117～ 119も この期の所産 と考えられる。

以上、大きく3期に区分 して、遺構をみてきたが、その年代は、 I期が 8世紀後半から 9世

紀前半、H期が 9世紀後半から11世紀、Ⅲ期が12世紀か ら13世紀にそれぞれ当て嵌めることが

可能ではなかろうか。なお、明らかに 8世紀前半 と位置付けられる遺構は確認されるに至って

いない。

2 遺物

遺物には、弥生土器、土師器、須恵器、緑釉陶器、瓦器、瓦質土器、常滑、青磁、自磁、祗

石、鉄製品があ り、その大半が土師器であった。以下、各器種ごとに概略する。

弥生土器は、すべて後世の遺構に混入したもので、図示できるものはなかったが、時期的に

は後期後半に属するもので、器面にはタタキロが明際に残っていた。この時代の遺構が確認さ

れている地区は、現在のところ金屋の北部の第22次調査地区である。土師器については、すべ
(5)

て 8世紀後半以降のものであり、古墳時代に属するものは検出されなかった。遺構の性格上、

8～ 11世紀のものは極めて少なく、その多くはSD-58の 廃絶期に投棄されたものであった。

前者の中では、16～ 20、 2む～28、 103な どの8世紀後半から9世紀前半にかけての遺物が日立っ

た。後者は、 SK-118・ 119か らまとまって出上 してお り、注目される。これらの遺物は前述

の とお り形態的には数種に分類可能であるが、一括出上であ りほぼ同時期 とみることができよ

う。共伴遺物からその時期は、12～ 13世紀と考えることができ、SK-119の 遺物の方がやや

新相を呈するのではなかろうか。また、手づ くね成形の小皿 と皿 (75～ 77)が一括遺物 として

出土してお り、土佐での出現時期を遡る資料 として注 目される。須恵器は、ほとんどが 8世紀
(6)

後半から 9世紀前半のものであり、古墳時代に属するものは出土 していない。緑釉陶器は、例

年数点ずつ出土する程度で、本年度 もSD-58の下層か ら細片が 2点出上 したのみで、産地、

時期等は不明といわざるを得ない。瓦器は、 SK-118・ 119か ら数点ずつ出土するのみであり

時期的に12世紀後半から13世紀にかけてのものとみられる。今次までにも比江地区南部 を中心

に出土例があるが、すべてほぼ同時期のものである。なお、瓦器の小皿の出土例は稀で、県下

では他に中村市アゾノ遺跡から数点出上している程度である。瓦質土器は、すべて SK-119
仔)

か ら出土 してお り、三足脚 を有 さないもので、十万遺跡 出土のものより形態的には古 く、
偲,

県下では最も古い段階に位置付けられるものとみてよくはなかろうか。常滑は、SD-58の I

(9)

層中に散乱していたもので、口縁に成形時の歪みをそのまま残している。(96)出土例はこの 1
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点のみで、12世紀に属するものとみられ、SD-58埋没の時期決定の遺物の一つである。青磁

は、龍泉窯系の碗 と皿が SD-58、 SK-118。 119か ら出上している。白磁は、細片で復元で

きなかったが玉縁の口縁片が出土している。鉄製品では、刀子の出上が注目される。上佐国衛

跡の立地条件からすると金属製品や木製品は腐蝕 しほとんど残存しないのであるが、遺構が深 く

湿度が比較的保たれたため遺存したのであろう。また鉄製の紡錘は県下初出上であった。

3 まとめ

今次の調査でも、政庁跡を確定するには至らなかったが、確認された塀跡 と溝跡は何らかの

区画をなすものと考えられ、検出された位置からすると政庁跡と何らかの関連を持ったもので

はなかろうか。塀から溝へと区画する範囲を拡張していったとは考えられないであろうかも確認

範囲が狭 く、判断資料に乏しいが、この延長を確認することが政庁へのアプローチとなると確

信している。逆に、この塀跡と溝跡が政庁跡とは無関係の存在であったならば、政庁跡の存在

が最有力視される比江地区中央部の未調査地区に政庁が存在する可能性は極めて少なくなると

いわざるを得ないであろう。その場合、この地区周辺は単なる官衛区域 ということになるわけ

であり、東西約220m、 南北約250mが その範囲となる。これほど広範囲に官衛区域が及ぶ例は

他国では確認されておらず、それもまた問題点として残る。兎も角、現状では比江地区中央部

が政庁跡存在の可能性が最も高い所であるといえよう。そして、官衡区域は、他国のような北

方官衛などという形態をとらず、政庁に隣接して存在したのではなかろうか。また、国府域に

ついても自然地形を利用したもので明確な区画 というものは持たなかったのではなかろうか。
10

4 今後の展望

本調査は開始以来12年が経過し、内11年間を調査に費やしてきた。調査開始は奇しくも田村

遺跡群の発掘調査開始と同じ昭和54年 (1979年 )であった。この間の調査で新たな事実、そし

て一応政庁跡の候補地を示すことはできたが、実際何 も明確にすることはできなかったといわ

ざるを得ない。それぞれの遺構がどこかでは繋がっているのであろうが、その繋がりを見出し

得なかったのも事実である。しかし、この 1～ 2年で一つの方向性は見出し得たのではなかろ

うか。

高知県も遅れ馳せながら、新たに大きな開発の波が押 し寄せて来つつある。高知空港の再拡

張、各種高規格道路、バイパスエ事等々、高知では未だかつて経験したことのないほどの調査

面積が想定されている。また、この比江地区並びに国分地区にはまほろば計画なるものが企画

されつつある。このような諸々の事業に対応するために、止むを得ず本調査の継続を中断せざ

るを得なくなった。今後いつ再開されるかについては決まっていない。

かつて紀貫之が国司を務めたといわれる土佐国衛は果して何処にあったのか。将来必ず解明

しなければならない高知県の課題である。
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かつ、出現段階のものと考えることができよう。

(10)下野国府跡、伯者国府跡、周防国府跡などでも「国府域」の範囲を区画するものの存在

については疑門がでており、土佐回府跡についてもその存在は疑問視番れる。
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第 6表 遺物観察表 1

挿 図番号 遺構番号 器   種

径
高
径
径

口
器
胴
底

遅ぐｃｍｊ
形 態・文 様 手 法 備    考

22-1 第 I層 土   錘

長
幅
量

全
全
重

(45)
1 4

(78)

端部が欠損するが、ほ,ユ円筒形を
呈す。
孔径は 5 mmである。

土師質の土錘。

″-2

全長  (50)
全幅   20
重量(g)(142)

端部が欠損するが、紡錘形を呈す
孔径は 3 mmである。

〃-3

全長   45
全幅   20
重量(g)155

円筒形であ り、ほぼ完形。

孔径 は 6 mmで ある。

〃-4 第 Ⅲ 層 器
謝

恵

ｔ

須

杯

172
(24)

天丼部はほぼ平担で、つまみは欠
損する。日縁部は緩やかに下り、
端部を下方へ短く屈曲さす。

マ キアゲ、 ミズビキ成形。

天丼部内面はナデ調整。他 は回

転ナデ調整。天丼部外面には回

転ヘ ラ削 り調整。

ロクロ回転方向情

右方向。

〃-5
杯  (身 )

150
35

106

底部は平らで、外面端部にはハの
字形に開く高台が付く。端部は摩
滅し、九くなる。体部は上外方へ

咎最曇鏡ほ尭Rゞと呈捺琴仔
至る。

マ キアゲ、 ミズビキ成形。

底部 外面は回転ヘ ラ切 り後ナデ

調整。他は回転ナデ調整。

″-6

150
42

10 4

の
摩

ｏに

ハ
は
す
部

は
部
な
縁

。

に
端
を
回
る

部

。面
り
げ

端
く
平
が
上

面
付
る
上
仕

外
が
す
に
く

で、語獅歎賊

ら
く

湾ヽ
部

平
開
が
内
端

は
に
る
は

ｏ

部
形
す
部
る

底
字
滅
体
至

焼成はやや不良。

-7
土 師 器

杯

用
弱　一　一

底部は欠損する。体部は内湾気味
に上がり回縁部に至る。端部は丸
く仕上げる。日縁部外面には浅い

凹線が回る。

内外面 ともほぼ全面に横方向の

ヘ ラ磨 きを施す。

〃-8 SB-70 須 恵 器

甕

・７６
関
　
一　
一

日頸部は短く外反し、端部は内傾
する面をなす。肩部は日頸都から
大きく屈曲する。

日縁部内外面は回転ナデ調整。

肩部 内面はナデ調整、外面は平

行の タタキ ロが残存す る。

外面は、自然釉が

細離し、ハダ荒れ
している。

-9 SA-22 〃

皿

17 6

16

150

口縁部は短く外反し、端部で内側
に小さく折り返す。底部は中窪み
になっている。

器面は回転ナデ調整。底部内面

のみナデ調 整。底部外面は回転
ヘ ラ切 り。

火だすきが部分的
イこかかる。

-10 土   錘

長
幅
量

全
全
重

(47)
14
58

両端が欠損するが、ほぼ紡錘形を
呈す。
孔径は 7 mmで ある。

土師質の上錘。

〃 -11 SA-23 砥   石

全長  ■ 5

全幅   80
全厚   70
重量(g)1,345

細粒砂岩であ る。 4面に使用痕 が

残 る。

〃-12 SK-113 器
詢

恵

く

須

杯

・６３
痢
　
一　
一

日縁部は斜め下方 に下 り、端部 は

さらに下外方へ屈曲す る。天丼部

は中央部が窪み、真中に媛宝珠形

のつ まみが付 く。

天丼部外面は回転ヘ ラ肖Jり 調整

内面はナデ調整。他は回転ナデ

調整。

ロクロ回転方向は

右方向。

〃-13 〃
鉢

郷
解　一　一

底部はやや九味 を有す。体吉Ыよ上

外方へ 内湾気味に上が り、日縁部

で内反する。日縁端吉Ыよ外傾する
浅い凹面をなす。

器面は回転ナデ調 整後 、内底面

はナデ調整 、外底面は回転ヘ ラ

削 りをそれぞれ施す。

内外面とも灰黄色
を呈す。

〃-14 (59)
108
70

胴部最大径は上胴部にあり、中胴
部以下内下方へやや丸味を持って
下る。底部は平らである。

器面は回転ナデ調整。底部外面

は回転ヘ ラ切 り。

焼成はやや不良。

〃-15
脚
御　一　一

口縁部は短 く若干外傾 し、端部 は

上方 を向 く平面 をなす。胴部 は 口

縁部か ら屈曲 して下 る。

胴部外面は回転 カキロ調整、内

面 はナデ調整。他 は回転ナデ調

整。
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第 6表 遺物観察表 2

挿図番号 宣構番号 器   種

径
高
径
各

国
器
胴
藤

逓
ぐｃｍ，

形 態・文 様 手 法 備 考

22--16 SK-113 器
鋤

土
杯

19 9

(17)
口縁部は斜め下方へ下り、端部は
小さく屈曲する。天丼部はほぼ平
らである。

器面は摩耗しており、調整不明

瞭。

日縁部 内面に蝶が

付着。

′′ -17

19 0

(13)
口縁部は水平に延 び、端部 で下 外

方に屈曲する。天丼部は欠損す る

が、ほぼ平担 とみ られ る。

-18
壷の把手

誦

蜘

Ｈ

一

長

幅

厚

全

全

全

断面 U字形 をなす。 ナデ調整。

23-19
〃

簑

212
(44)

日縁著μま胴部か らくの字形 をな し

て、内湾気味に上が る。端部は内

傾す る面 をなす。

日縁部 内外面 ともヨコナデ調整

-20

26 8

(88)
(24 8)

器面は摩耗 してお り、調整は不

明瞭 であ るが、日縁部 内面 と胴

都 外面 にはハ ケ ロが残存す る。

-21 SK― H4 器
鋤

恵

で

須

杯

12 4

(14)
口縁部は斜め下方へ下 り、端部 は

短 く下方へ屈曲す る。天丼部 は平

らである。

器面は回転ナデ調整後 、天丼部

外面 に回転ヘ ラ削 り調整、内面

にナデ調整 を施す。

ロクロ回転方向は

右方向。

-22
瞬
篇　一　一

口縁部は斜め下方へ下 り、端部は

短 く下方へ屈曲す る。天丼音μま平

らで、中央に擬宝珠形のつ まみが

付 く。

-23

16 4

(21)
口縁部は斜め下方へ下り、端部は

短く下方へ屈曲し、外面に凹線が

回る。天丼部は平らである。つま
みは欠損する。

-24
杯 (身 )

10 6

3 6

78

口縁部は体部から上外方に真直ぐ
たち上がり、端部は九く仕上げる

底部はやや丸味を有する。

底郡外面は回転ヘ ラ切 り後ナデ

調整。他 は回転ナデ調整で、内

底面 のみナデ調整 を施す。

-25

114
3 5

82

日縁部は体部か ら内湾気味に上が

り、端部は丸 く仕上げる。底部 は

やや九味 を有す。

底部外面 は回転ヘ ラ切 り。他は

回転ナデ調整。

-26 土 師 器

林

155
44

98

日縁部は体部か らやや外湾気味に

上が り、端部 を内側に若干折 り返

す。底部は欠損す るが、ほぼ平 ら

と推測 される。

底部外面 は回転ヘ ラ切 り後ナデ

調整。他 は回転ナデ調整。

-27 〃

皿

18 0

28

13 9

口縁部は体部か ら短 く上 外方へ た

ち上が り、端部 を内側 に若干折 り

返す。底部は平 らである。

底部 外面 は回転ヘ ラ切 り。他は

器面が摩耗 してお り、調整不 明
I

〃-28 〃
鉢

25 0

(65)
21 7

口縁部は胴部から大きく屈曲して
短く斜め上外方へ延び、端部は九
く仕上げる。胴部は内湾気味に下
る。

器面は摩耗が著 しく1、 調整不 明
I

〃-29 鉄 製 品

刀子

長

幅

厚

全

全

全

(95)
1 0

03

鋒先端が欠損す る。棟は平棟 で厚

さ 2 mm、 刃部最大幅 1 0cmで あ る。

茎部には木質が残存す る。全般 に

銹化が著 しい。

″-30

長

幅

厚

全

全

全

鋒先端が欠損する。棟は平棟で厚
さ1 5cm、 刃部最大幅0 9cmである。
茎部には木質が残存する。全般に

銹化が著しい。

-34-



第 6表  遺物観察表 3

挿図番号 遺構番号 器   種

径
高
径
客

口
器
胴
虐

逓
ぐｃｍ＞

形 態 。文 様 手 法 備    考

23-31 SK-114 祗   石

全 長  (203)
全幅  103
全厚   75
重量(g)2,090

端部と側面が折損する。中粒砂岩
で、2面 に使用痕が残存する。

-32 SK-115 器
鋤

志

ぐ

須

係

臨
鮒　一　一

口縁音日よ内湾気味に下 り、端部 を

下方へ短 く屈曲さす。天 丼部は中

央がやや窪み、そこにボタン形の

つ まみ力゙付 く。

器面 は摩耗が著 し く、調整不明

瞭。

焼成は不良。

-33
杯 (身 )

8 9

38

55

口縁部は上外方へほぼ真直 ぐたち

上が り、端吉Mよ 九 く仕上 げる。底

部は平 らである。

底部 外面は回転ヘ ラ切 り後にナ

デ調整 を施す。他 は回転ナデ調

E雪。

-34

14 3

39

9 6

日縁部は休部から上外方へほば真
直ぐたち上がり、端部で若干外傾
する。底部は平らで、底部外面端
部にはハの字形に開く高台が付く
高台端音阿よ丸く仕上げられる。

底部 外面は回転ヘ ラ切 り。他 は

回転ナデ調整で、底部内面のみ

後 でナデ調整 を施す。

-35 〃
甕

11 4

(55)
口頸部は肩部か らL字形に屈曲 し

上外方に真直 ぐ延 びた後外傾 して

上が る。 日縁端部は上方 を向 く平

面 をなす。

肩部 内面には同心円文の タタキ

目が残存す る。他 は回転ナデ調

菖各。

24-36
土 師 器

甕

17 0

(57)
(149)

日縁音bは 胴部からくの字形をなし
上外方へ真直ぐ延び、端部は九く
仕上げる。

頸部 内面 と胴部外面にはハ ケ調

整 、回縁部 内面には ヨコナデ調

整 、口縁部外面 と胴部内面には

ナデ調整 をそれ ぞれ施す。

′′―-37 SK-118 〃
示

(21)

80

体部は上外方へ延 びるが 、日縁部

は欠損。底部は平 らである。

ロクロ成形。底部外面は回転糸

切 り。内面は回転ナデ調整。 日

縁部外面は未調整。

-38 (25)

7 6

-39 (25)

62

体部 は上外方へ内湾気味に延 びる

が、口縁部は欠損。底部は平 らで

ある。

ロクロ成形。底部外面は回転糸

切 り。他は回転ナデ調整。

-40

14 2

40

77

口縁部は上外方へ ほぼ真直 ぐたち

上 が り、端部は丸 く仕上 げる。底

部 はほぼ平担である。

〃-41

137
39

66

口縁部は休部か ら内湾気味に上が

り、端部は九 く仕上 げる。底部 は

平 らである。

ロクロ成形。底部外面は回転糸

切 り。 口縁部外面か ら内面にか

けて回転ナデ調整。体部外面は

未調整。

-42

13 6

3 7

7 2

-43

13 4

3 6

68

ロクロ成形。底部外面は回転糸

切 りで、若干板状圧痕が残 る。

他 は回転ナデ調整で、内面は丁

寧 なナデ調整 を施す。

-44

13 5

48

64

口縁部は体部から外反した後、上

外方へほぼ真直延び、端部は九く
仕上げる。底部は中窪みである。

ロクロ成形。底部外面は回転糸

切 り。他は回転ナデ調整で、内

面 は丁寧なナデ調整 を施す。

器形 に歪 み が あ る

-45
小   皿

80
1 4

49

口縁部は短 く上外方へ廷 び、端部

は細 く仕上げる。底部は平 らであ

る。

ロクロ成形。底部外面は回転糸

切 りで、板状圧痕が残 る。他は

回転ナデ調整で、内底面のみ後

でナデ調整 を施す。

口縁部の器厚は薄



第 6表 遺物観察表 4

挿図番号 遺構番号 器  種

径
高
径
客

口
器
胴
亡

漣
くｃｎ，

形 態・文 様 手 法 備 考

24-46 SK-118 器

皿
土
小

76
13

46

口縁部は短 く上外方へ延 び、端部

は細 く仕上げ る。底著隅よ平 らであ

る。

ロクロ成形。底部外面は回転糸

切 り。他 は回転ナデ調整で、内

底面のみ後でナデ調整 を施す。

口縁部の器厚は薄

″-47

76
14

5 2

ロクロ成形。底部外面は回転糸

切 り。 日唇部か ら内面 にかけて

回転 ナデ調整。 口縁部外面は未

調整。

〃-48

74
1 5

54

ロクロ成形。底部外面 は回転糸

切 り。他 は回転ナデ調整で、内

底面のみ後でナデ調整 を施す。

-49

78
1 6

54

-50

80
1 5

57

25-51

84
22

44

回縁部 は体部か ら内湾気味に延 び

た後 、上外方へほtF真直 ぐ上が り

端部は細 く仕上 げる。底部 は比較

的深 く、平 らである。

〃-52

78
1 6

38

口縁部は体部か ら上外方へ ほば真

直 ぐ上が り、端部 を細 く仕上 げる

底部は平 らである。

ロクロ成形。底部外面は回転糸
切 り。他は回転ナデ調整。

口縁部の器厚に対
し、体部の器厚は

薄い。

〃-53

78
16

49

ロクロ成形。底部外面は回転糸

切 りで、板状圧痕が残 る。他 は

回転ナデ調整。

〃-54

82
1 5

50

ロクロ成形。底都外面は回転糸

切 り。他 は回転ナデ調整。

″-55

76
1 5

48

口縁部は体部か ら内湾気味に上が

り、端部 は丸 く仕上げる。底部 は

平 らである。

-56

74
18

60

ロクロ成形。底部外面は回転糸

切 り。 日唇部か ら内面にかけて

回転ナデ調整。 日縁部外面は未

調整。

〃-57

7 2

14

56

口縁部は体部か ら短 く上 外方へ延

び、端部は九 く仕上げる。底部 は

平 らである。

ロクロ成形。底部外面は回転糸

切 り。他 は回転ナデ調整で、内

底面のみ後ですデ調整 を加 える

口縁部の器厚は比
較的厚い。

〃-58

76
1 8

56

-59

72
16

50

-60

70
1 7

45

口縁部 は体部か らほぼ真直 ぐ上外

方へ延 び、端部は内傾す る面 をな

す。底部は平 らである。

ロクロ成形。底部外面は回転糸

切 り。他 は器 面が摩耗 してお り

調整不 明。

-36-



第 6表 遺物観察表 5

挿図番号 遺構番号 器   種
法量

(cm)

径
高
径
径

口
器
胴
藤

形 態 文 様 手 法 備 考

25-61 SK-118 土 師 器

小  皿

74
17

48

口縁吝blよ 休部から上外方へ延び、
端部は丸くf■上げる。底部は平ら
である。

ロクロ成形。底部外面は回転 糸

切 り。他 は回転ナデ調整 で 、内

底面のみ後 ですデ調整 を力日える

′′ -62

78
1 5

5 2

口縁部 は体部か ら短 く上外方へ延

び、端部 を丸 く仕上げる。底部は

平 らである。

体苫Ьから口縁音焉に
かけて器厚が薄く
なる。

-63

78
1 4

60

-64

80
15

58

-65

76
14

50

〃-66 瓦  器

椀

144
42

36

口縁部は体部か ら内湾気味に上が

り、端部は九 く仕上げ る。底部は

小 さ く平 らで、断面逆台形の小 さ

な高 台が付 く。

口縁部外面か ら口唇部にか けて

ヨコナデ調整。内面には暗文 を

施す。外面には指頭圧痕 力゙ 明瞭

に残 る。

′′―-67

146
4 1

44

口縁部は体部か ら内湾気味に上が

り、端部 は丸 く仕上げ る。底部は

小 さ く平 らで、断面逆三角形の小

さを高 台が付 く。

〃-68 青  磁

皿

110
23

46

口縁部は体部から屈曲して、上外
方へ内湾気味に上がる。底部は平
らである。

青磁釉を底部外面以外に施釉す
る。

貫入あり。龍泉窯
のものとみられる

〃-69
口叩
錘

製鉄

紡

鋲
径
鋼

(112)
50
05

径 5 0cm、 厚 さ 8 mmの紡錘車で、

上下 に厚 さ 5 mmの棒が付 くが、両

端が折損す る。

-70 SK-119
土 師 器

杯

(20)

6 1

体部は内湾気味に上がるが、日縁
部は欠損する。底部は平らである

ロクロ成形。底部外面は回転 糸

切 り。内面は回転ナデ調整 で外

面は未調整。

-71

13 0

51

62

口縁部は体部か ら上外方にほぼ真

直 ぐ上が り、端部は丸 く仕上げる

底部 は平 らである。

ロクロ成形。底部外面は 回転 糸

切 り。他は回転ナデ調整。

-72

12 6

40

9 1

口縁部 内面に煤が

付着す る。器厚が

全般 に厚 い。

-73
l 皿

7 2

17

48

口縁部は体部か ら短 く上外方へ延

び、端部 は細 く仕上 げる。底部は

平 らである。

器面は摩耗 してお り、調整不 明 日縁部の器厚 は薄

-74

7 2

1 2

5 5

口縁部は体部か ら短 く斜め上 外方
へ延 び、端部は九 く仕上げる。底

部 は平 らである。

ロクロ成形。底部外面は回転 糸

切 り。他 は回転ナデ調整。 内面

中央は器厚が厚 く残 る。

-75
宙
Ｈ
　
一　
一

口縁部は休部か ら内湾気味に上が

り、端都 は細 く仕上 げる。底部は

九味 を有す。

手づ くね。内面はナデ調整 。 日

唇部か ら口縁部外面にか け て ヨ

コナデ調整。体部か ら底部 外面

にかけて指頭圧痕が残 る。



第 6表  遺物観察表 6

挿図番号 遺構番号 器   種
法量

(cm)

径
高
径
径

日
器
胴
底

形 態・文様 手 法 備 考

26-76 SK-119 土 師 器
皿

13 6

3 1

10 0

日縁部は体部か ら上外方に上が り

端部は九 く仕上 げる。底部 はやや

丸味 を有す。

手づ くね。口縁部 は ヨコナデ調

整。内底面はナデ調整。底部外

面には指頭圧痕が残 る。

口縁部内外面の一

部に煤が付着する

13 8

41
口縁部 は体部か ら内湾気味に上が

り、端部 は丸 く仕上 げる。底部 は

九い。

外底面に煤が付着
する。

-78 瓦  器

椀

13 3

39

44

口縁部 は体部か らやや 内湾気味 に

上が り、端吉限よ九 く仕上げ る。底

部は小 さ く平 らで、断面逆三角形

の高台が付 く。

日縁部 内外面 ともヨコナデ調整

内面に暗文 を施す。体部か ら底

部外面にかけて指頭圧痕が残 る

-79

154
45

45

口縁音Бは体部か ら内湾 して上 が り

端部 は丸 くI■上げ る。底部は /1ヽ さ

く平 らで、断面逆三角形 の高台が

付 く。

器面は摩耗 してお り、調整不明

瞬。

〃-80
イヽ  皿

76
15

68

口縁部は短く上外方へ延び、端部
は丸く仕上げる。底部は丸味を有
す。

′′-8] 瓦質土器

羽  釜

口縁部 は中胴部か ら内湾 して上が
り、端部 は外額 す る平面 をなす。
日縁下 には上 外方 を向 く鍔が付 く。
鍔端部 は九 く仕上げる。胴部 は内
湾気味 に下 だ り、九 い底部に至 る

外面には指頭圧痕 が残 る。他 は

器面が摩耗 してお り、調整不 明

〃 -82
痢
曽
翔
一

口縁部は 中胴部か ら内湾 して上が

り、端部 は外傾す る平面 をなす。
日縁下 にはやや上 外方 を向 く鍔が

付 き、端部 は内傾す る凹面 をなす′

胴部外面には指頭圧痕が残 る。

他は ヨコナデ調整。

〃-83

18 1

(54)
24 0

口縁部は中胴部から内湾して上が
り、端部はやや外傾する平面をな
す。口縁下には水平に延びる鍔が
付き、端部は外傾する平面をなす

鍔 以下 には媒が付

着 す る。

-34

23 2

(115)
25 6

日縁部 は中胴部か らやや内傾 して

たち上が る。 口縁下には水平 に延

びる鍔 が付 く。中胴部以下は内湾

して下 る。

外面には指頭圧痕 が残 る。他 は

器面が摩耗 してお り、調整不 明

-85 青  磁

皿

102
20

48

口縁部 は体部か ら屈曲 して上 外方
へ内湾気味に上が り、端部 は丸 く

仕上げ る。底部 は中窪みになって

いる。

底部外面以外に青磁釉は施釉す
る。

詫泉窯のものとみ

られる。

-86 ″
椀

(49)

68

口縁部 は体部か ら若千 内湾 した後

上外方へ真直 ぐ延 びる。底部 には

肖Jり 出 し高台が付 く。 口縁部 内面

には片切周多イこよる蓮花文がみ られ

見込みに も同様の花文様が施 され

る。他 には文様はみ られない。

高台内側 と畳付以外に青磁釉 を

施釉す る。

-87 SK-121 須 恵 器

蓑

13 6

(53)
日頸部は肩部か ら屈曲 し、短 く直

立 した後外傾 して延 びる。 口縁端

部は九 く仕上 げる。

胴部内面には同心 円文の タタキ

を施す。他は回転ナデ調整 を施

す。

-88 SD-58 土 師 器

杯

12 8

39

70

回縁部 は休部か ら上外方へほぼ真

直 ぐ上 が り、端部は九 く仕上 げる

底音Ыよ平 らである。

ロクロ成形。底部外面は回転糸

切 り。他は回転ナデ調整。

-89

14 1

39

9 2

-38-



第 6表 遺物観察表 7

挿図番号 遺構番号 器   種

径
高
径
俸

口
器
胴
度

遅
くｃｍ，

形 態・文 様 手 法 lh~ 考

26-90 SD-58 土 師 器

杯

13 2

3 6

66

口縁部 は体部か ら外反気味に上が

り、端部 は丸 く仕上 げ られ る。底

部は平 らである。

ロクロ成形。底部外面は回転 糸

切 り。他は回転ナデ調整。

焼成は非常に良▼

27-91 (30)

60

口縁部 は欠損す るが 、体部 か ら内

湾気味に上が るとみ られ る。底部

は平 らである。

ロクロ成形。底部外面は回転 糸

切 り。他は器面が摩耗 してお り

調整不明。

-92 (29)

6 3

日縁部は欠損する。底部は平らで
ベタ高台である。

-93
/1ヽ    皿

(24)

5 2

底部 には高 さ 2 cmの高台が付 く

-94

74
19

44

口縁部 は体部か ら上外方へ延 び、

端部近 くで若干外傾す る。端部は

丸 く仕上 げ られ る。底部 は平 らで

ある。

ロ クロ成形。底部外面は回転 糸

切 り。他は回転ナデ調整。

-95 壺の把手

４４
】
一　
一

幅

厚

全

全
中央部 と両端が盛 り上が る。真中

に径 5～ 7 mmの 円孔 を穿つ。

外面は釉が工J離 し、ハダ荒れが
みられる。

-96 常  滑

甕

33 2

(430)
53 8

日縁部は肩部か ら大 き く外反 して
上が り、端部 は九 く仕上 げ る。肩
は張 り、上胴部か ら下内方へ下 る。
肩部 と中胴部やや下に格子 目の刻
Fpが施 さ/1る 。

口縁部内外面は回転ナデ調整。

肩部外面には灰釉 を施釉す る。

胴部内面には粘土紐 の接合痕 が

明瞭に残 る。

-97 青  磁

碗

15 4

67

58

日縁部 は休部か ら内湾気味に上が

った後上 外方 を向 く。端部 は細 く

仕上 げ られる。底部 は削 り出 し高

台であ る。

畳付 と高台内側以外に青磁釉 を

施釉する。

龍泉窯のものとみ

られる。

″ -98 祗   石

全長  (100)
全幅   86
全厚   45
重量(g)600

細粒砂岩 である。 3面 に使用痕が

残 る。

′′―-99 SD-62 器

皿

師土

小

80
15

52

口縁部は体部か ら短 く上外方へ延

び、端部 は細 く仕上げる。底部は

平 らである。

ロクロ成形。底部外面は回転 糸

切 りで、板状圧痕が残 る。他 は

回転ナデ調整。

-100 P-1 器
＞

恵

疇
須
杯

‐３２
周
　
一　
一

口縁部 は内湾気味に下 り、端部は

小 さ く下方に屈曲す る。天丼部は

平 らで、中央部に擬宝珠 形のつ ま

みが付 く。

天丼部外面は回転ヘ ラ削 り調整

他は回転ナデ調整で、天丼部 内

面のみ後でナデ調整 を加 え る。

ロ クロ回転方向は

右方向。外面はハ

ダ荒れがみ られる

-101 P-2 (13)
口縁部は欠損する。天丼部は平ら
で中央部に擬宝珠形のつまみが付
く̂

天丼部外面は回転ヘ ラ削 りの後

にすデ調整 を施す。他は回転 ナ

デ調整。

ロ クロ回転方向は

有方向。

-102

20 4

(50)
口頸部 は緩やかに外反 し、端部は

肥厚 し、九 く仕上げ る。

日縁部内外面 とも回転ナデ調整 焼成はやや不良。

-103 P-3 土 師 器

椀

17 6

60

11 8

口縁部 は上外方へ真直 ぐたち上が

り、端部 は丸 く仕上げる。底部は

平 らで、高 さ 5 mmの高台が付 く。

ロクロ成形。底部外面は回転ヘ

ラ切 り後、丁寧なナデ調整 を加

える。他はヘ ラ磨 きを施す。

口縁部内面及び外

底面 を中心 に斑点

状 のま」離がみ られ

る。

-104 P-4 〃
杯

(21)

69

口縁部 は欠損す るが 、体部の形態

か らして内湾気味に上が るとみ ら

れ る。底部は平 らである。

ロクロ成形。底部外面は回転糸

切 り、内面は回転ナデ調整 で、

外面は未調整。

-39-



第 6表 遺物観察表 8

擁図番号 遺構番号 器  種
法員
lom)

径
高
径
掻

ヨ

“
置

阿

き

形 態 ,文 様 手 法 備 考

27-105 P-5 土 師 器

郡
(29)

7.1

目縁部は欠嶺するが、体蔀から内

遭鼻警塚芳野
とみられる。底部

ロクロ成形―
・ 残船舛面は回転糸

切りも他は回転チデ調整心

″-106 P-6
■ 0
4.5

64

口縁部は体部から内湾気味に上が
った後外傾して獲びる。端部は丸
(仕上tヂられる。底部は平らであ
る。

ロクロ成形。底部外面|ま 回転糸
切

'。

口縁部から内面にかけて
回転ナデ調整。体部外面ヽま未調
整。

″-lo7 P-7
13.0

43

86

口縁部は体部から上外方へたち上
がり、端部は九 く仕上げる。底部
は平らである。

●クロ成形盛底部外面,ま回転|ネ

切り。他は回転ナデ調整。

″-108 P-8
4ヽ  皿

(17)

6.0

口縁部は

^損

するが、体料の形審
からして短く上外方へ上がるとみ
られ冷。底部は平らである。

焼成は非常 に良い
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図版 1
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調査前全景 (東より)

調査前全景 (西 より)



Aト レンチ遺構検出状態 (西 より)

Aト レンチ遺構検出状態 (東より)



Bト レンチ遺構検出状態 (北 より)

Bト レンチ遺構検出状態 (南より)



図版 4

遺構検出状態 (北 より)

遺構検出状態 (北 より)



図版5

遺構完掘状態 (北 より)

遺構完掘状態 (東 より)



遺構検出状態 (西 より)
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遺構検出状態 (西 より)



遺構完掘状態 (北 より)

遺構完掘状態 (西より)



SB-68(北 より)

SB-69(西 より)



SB-70～ 72(東 より)

(東より)



図版 10

SB-74(北 より)
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図版 11
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図版 12

SA-21(北 より)
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図版 13

SA-22(北 より)

IⅢ

SA-22の P-3(西 より)



図版 14

SA-23・ 24(西 より)

SA-23の P-1(西 よ り)



図版 15

SK-113・ 114(北 より)

SK-113・ 114(北 よ り)



図版 16

予41- ■ |  |
SK-115(】しよ り)

虻

SK-121。 122(南 よ り)



図版 17

SK-117～ 119(東 より)

SK-117(西 より)



SK-118(西 より)

SK-119(東 より)



図版 19

SK-119(北 より)

SK-119(北 より)
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図版 21

SD-58(西 より)

SD-58(西 より)



図版22

SD-58(西 より)
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SD-58(北 より)



第III層 遺物出土状態 (7)

図版23

SB-70 遺物出土状態 (8)

SK-113 遺物出土状態 (12) SK-113 遺物出土状態 (14)

SK-113 遺物出土状態 (15) SK… 113 遺物出土状態 (20)

SK-114 遺物出土状態 (22) SK-114 遺物出土状態 (27)



図版24

SK-114 遺物出土状態 (28) SK-114 遺物出土状態 (30)

SK-114 遺物出土状態 (31) SK-115 遣物出土状態 (35)

SK-118 遺物出土状態 (38) SK-118 遺物出土状態 (42)

SK-118 遺物出土状態 (43) SK-118 遺物出土状態 (52)



SK-118 遺物出土状態 (59)

図版25

SK-118 遺物出土状態 (67)

SK-118 遺物出土状態 (68) SK-118 遣物出土状態 (69)

SK-118 遣物出土状態 SK-119 遺物出土状態 (79)

SK-119 遺物出土状態 (80) SK-119 遺物出土状態 (31・ 82)



図版26

SK-119 遺物出土状態 (33) SK-119 遺物出土状態 (84)

SK-119 遺物出土状態 (85) SD-58 遺物出土状態 (95)

SD-58 遺物出土状態 (96) SD-58 遺物出土状態 (96)

SD-58 遺物出土状態 (97) P-3 遺物出土状態 (103)



図版27

SD-58 出土遺物



図版28

SD-70 出土遺物

SK-113 出土遺物



図版29

SK-113 出土遺物

SK-115 出土遺物



図版30
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図版 31
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出土遺物 5
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付 図 土佐国府跡官衛関連遺構
配置図 (S=1/2,000)








